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がん細胞をはじめ，正常の細胞を含むあらゆる細胞が分泌するExtracellular 
vesicles（細胞外小胞体）であるExosome（エクソソーム）の研究はその発見から３０
年を経た今日、ようやく新しいステージに入った。エクソソームが内包するnon-
coding-RNA等の情報伝達物質の発見は、このエクソソームが、がんなどの疾患の
原因究明から体液診断まで、幅広く疾患研究に貢献しうる新しい研究対象である
事を示している。エクソソームの小胞中には多くの情報因子が内包されている。こ
うした情報伝達物質は，細胞の起源によって異なるものの、１００から３００種類以
上のタンパク質、１０００種類前後のmRNA, そして１００種類を超えるマイクロRNA
が内包されている。DNAの存在も明らかだ。こうした核酸物質を含有するエクソ
ソームはまさに遺伝情報を細胞から細胞、あるいは個体から個体へと伝搬するデ
リバリーツールである。こうしたエクソソームを介したコミュニケーションはがん細胞
の浸潤転移に大いに関係している。こうしたがん細胞が分泌するエクソソームの経
路を遮断する事で，新しいがん治療戦略が生まれる。本講演では，世界の研究者
が挑もうとしているエクソソームを標的とした治療戦略の概要にも言及したい。
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